
1.経緯 

私は元々、健常者として生活していた。し

かし、高校生以降は視界が狭まり、歪みが出

始め、大学 3 年時に視覚障がい者として生活

するようになった。障がい者と言われるほど

に症状が進行した状態で生活すると、普段利

用している鉄道の駅やホームは視覚障がい者

にとって利用しづらいのではという疑問が沸

いてきた。現在の駅ホームの状況を見ると、

東京メトロのように人が線路に落下しないよ

うにするホームドアの設置がほとんど完了し

ている鉄道会社もあるが、京王線のように 1

割程度しか設置が完了していない鉄道もあ

る。では視覚障がい者にとって現在の駅ホー

ムは利用しやすい場所なのか、また、今まで

にはない配慮の必要があるのかを研究テーマ

として考察していきたいと考えた。 

2.目的 

現在の鉄道の駅、ホームは視覚障がい者に

とって利用しやすい場所なのかを既存のアン

ケートや鉄道会社のホームページに記載され

ている駅、ホームの安全策、鉄道会社が発表

した事業計画書を用いて検証していく。そし

て、どのような改善や配慮が必要なのかをこ

れまでの情報を基に明らかにしていくことが

本研究の目的である。 

3.本研究の進捗状況 

まずは障がい（障がい者）とはどのような

状態を指すのかをまとめ、鉄道の駅ホームの

対策は、駅、ホームに設置されているホーム

ドア、内方線付き点状ブロックの設置駅の数

や鉄道会社独自の対策をそれぞれの鉄道会社

のホームページを用いて調べている。また、

視覚障がい者の駅利用の現状を知るために視

覚障がい者を対象とした既存のアンケートを

用いて研究を進めている。 

4.今後の研究計画 

今後も現在行っている鉄道会社のホームペー

ジにて現在の安全策の状況や視覚障がい者を

対象とした既存のアンケート、厚生労働省に

掲載されている IFC（国際生活機能分類－国

際障害分類改訂版－）を用いて研究を進め

る。また、事業計画書を読み、今後の駅の安

全策の取り組みや完成時期を調べる。研究が

進み次第、視覚障がい者が駅ホームを利用し

やすくするための対策を文献や現在ご指導う

頂いている就労移行支援の職員の方にお話を

伺いさらに詳しく研究を進めていく。 
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